
琴コンサートの開催 

（日本のＯＥＣＤ加盟５０周年記念行事） 

２０１４年３月２１日（金）１８：００－１９：００ 

 

１ ３月２１日（金），ＯＥＣＤ本部シャトー内で，日本のＯＥＣＤ加盟５０周年記念行事

の一環として，兒玉ＯＥＣＤ日本政府代表部大使主催の琴コンサートを開催しました。 

 

（御参考）日本は１９６４年にＯＥＣＤに加盟しました。加盟５０周年を迎える機会

に，日本は５月にパリで開催されるＯＥＣＤ閣僚理事会の議長国を務める

予定です。 

 

２ 同コンサート開催では，欧州で活躍する琴演奏家のみやざきみえ子氏及びヴァイオリ

ニストのマニュエル・ソラン氏の共演により名曲「春の海」や沖縄民謡「てぃんさぐ

ぬ花」，仏音楽「ラ・ヴィ・アン・ローズ」など幅広い曲目が演奏され，一級の演奏に

観客は魅了されました。 

 

３ 当日は，ＯＥＣＤ事務局からラモス事務総長首席補佐官をはじめとする職員の方々，

ＯＥＣＤ加盟国代表部の大使及び次席級の方々に出席いただき，非常に盛況な会とな

りました。 

 

４ 招待客を代表して，ラモス首席補佐官から，１９６４年に日本がＯＥＣＤに加盟した

際に日本の１人当たりＧＤＰは８３５ドル，輸出額は６億ドルであったのが，今日で

は１人当たりＧＤＰは５万ドル，物品・サービスの輸出額は１兆ドルとなり，日本は

世界４番目の経済大国となっていること，日本がＯＥＣＤ加盟以来ＯＥＣＤに対して

重要な貢献を成し遂げてきたこと，及び，本年のＯＥＣＤ閣僚理事会を機会に，日本

とＯＥＣＤの実り豊かな関係を更に前進させたいと考えていることについて御発言い

ただきました。 

 

（了） 

  



（以下，琴コンサートの様子） 

 
 

 
    

 


